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部
署
横
断
・
公
民
連
携
に
よ
る

オ
ー
ル
北
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は

「
L
O
V
E 

L
I
V
E 

L
E
A
D
」。
北
区
を

愛
し
（
L
O
V
E
）、
北
区
に
居
を
構
え

（
L
I
V
E
）、
日
本
を
導
い
て
い
っ
た

（
L
E
A
D
）
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
も
北
区
を
も
っ
と
好
き

に
な
り
、
北
区
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い

う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
事
務
局
は
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
担
当
課
で
す
が
、

健
康
推
進
課
が
渋
沢
栄
一
翁
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ア
プ
リ
に
加
え
た
り
、
教
育
委
員
会

が
渋
沢
栄
一
に
関
す
る
副
読
本
を
作
成
し
た

り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
内
事
業
者
や
団
体
を

対
象
に
し
た
渋
沢
栄
一
関
連
商
品
開
発
へ
の

助
成
な
ど
、
部
署
横
断
・
公
民
連
携
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
さ
ら
に
渋
沢
栄
一
記
念

財
団
、
深
谷
市
、
東
京
商
工
会
議
所
、
板
橋

区
、
江
東
区
、
千
代
田
区
、
中
央
区
、
北
海

道
清
水
町
な
ど
、
渋

沢
栄
一
に
ゆ
か
り
の

あ
る
12
の
団
体
や
自

治
体
と
も
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
、
連

携
を
広
げ
て
い
ま
す
。

北
区
飛
鳥
山
博
物
館
内
に

大
河
ド
ラ
マ
館
を
開
設

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
９
月
に
渋
沢
栄

一
を
主
人
公
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
青
天
を
衝
け
」
の
制
作
発
表
が
あ
り
、
翌
年

２
月
、
北
区
は
東
京
北
区
渋
沢
栄
一
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
大
河
ド
ラ
マ
館

設
置
を
表
明
し
ま
し
た
。
東
京
23
区
初
の
大

河
ド
ラ
マ
館
と
し
て
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
２
月
20
日
か
ら
12
月
26
日
ま
で
、
北
区
飛

鳥
山
博
物
館
内
に
「
渋
沢
×
北
区 

青
天
を

衝
け 

大
河
ド
ラ
マ
館
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

館
内
で
は
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
衣
装
や
小
道

具
の
展
示
、
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
の
上
映
の
ほ

か
、
主
演
俳
優
ら
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な

ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

る
休
館
期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
協

力
を
得
な
が
ら
多
角
的
に
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
、
最
終
来
館
者
数
は
７
万
６
０
０
０

人
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
館
開

設
に
合
わ
せ
て
旧
渋
沢
庭

園
内
に「
飛
鳥
山
お
み
や

げ
館
」を
開
設
し
ま
し
た
。

現
在
も
区
内
事
業
者
が
開

発
し
た
渋
沢
栄
一
関
連
商

品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

飛鳥山おみやげ館

渋
沢
栄
一
が
暮
ら
し
た
飛
鳥
山
に
建
つ

渋
沢
栄
一
が
暮
ら
し
た
飛
鳥
山
に
建
つ

３
つ
の
博
物
館

３
つ
の
博
物
館

■ 

渋
沢
史
料
館

■ 

北
区
飛
鳥
山
博
物
館

■ 

紙
の
博
物
館

　
旧
渋
沢
邸
跡
に
建
つ
博
物
館
。
飛

鳥
山
公
園
一
角
に
あ
り
ま
す
。
渋
沢

栄
一
の
生
涯
と
事
績
に
関
す
る
資
料

を
収
蔵
・
展
示
、
６
月
２
日
ま
で
は

「
渋
沢
栄
一
肖
像
展
Ⅰ
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
隣
接
す
る
旧
渋
沢
庭
園

内
に
は
渋
沢
栄
一
の
喜
寿
を
祝
っ
て

大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
に
建
て
ら

れ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
と
し
て
使

用
さ
れ
た
洋
風
茶
室
の
「
晩
香
廬
」

と
傘
寿
と
男
爵
か
ら
子
爵
へ
の
昇
格

を
祝
っ
て
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年

に
建
て
ら
れ
接
客
の
場
と
し
て
使
用

さ
れ
た
書
庫
の
「
青
淵
文
庫
」
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
内
部
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
北
区
の
歴
史
・
自
然
・
文
化
に
関

し
て
幅
広
く
展
示
す
る
区
立
の
博
物

館
。
１
階
の
常
設
展
示
室
で
は
北
区

の
成
り
立
ち
か
ら
江
戸
時
代
の
名
所

の
発
展
、
荒
川
の
生
態
系
ま
で
、
実

物
資
料
、
レ
プ
リ
カ
、
映
像
、
復
元

家
屋
な
ど
を
通
し
て
人
々
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
実
感
で
き
る
展
示
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
階
は
企
画
展
な
ど

を
開
催
す
る
特
別
展
示
室
、
３
階
は

北
区
ゆ
か
り
の
作
家
の
美
術
伝
統
工

芸
品
を
鑑
賞
で
き
る
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

３
（
２
０
２
１
）
年
２
月
20
日
か
ら

12
月
26
日
、
館
内
に
「
大
河
ド
ラ
マ

館
」
を
開
館
し
ま
し
た
。

　

和
紙
、
洋
紙
を
問
わ
ず
紙
に
関

す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
存
・
展
示

す
る
紙
専
門
の
博
物
館
。
昭
和
25

（
１
９
５
０
）
年
、「
洋
紙
発
祥
の
地
」

と
呼
ば
れ
る
王
子
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
紙
の
製
造
工
程
、
種
類
や
用
途
、

紙
の
歴
史
、
紙
の
工
芸
品
、
歴
史
的

資
料
や
生
活
用
品
な
ど
を
常
設
展
示

し
、
紙
に
関
す
る
書
籍
の
一
般
公
開
も

し
て
い
ま
す
。
企
画
展
や
紙
を
素
材

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
、
毎
週

土
・
日
曜
に
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
再

生
原
料
か
ら
手
す
き
の
ハ
ガ
キ
を
作

る
「
紙
す
き
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
企
画
展
「
藩
札
か
ら
近
代

紙
幣
へ　
―
渋
沢
栄
一
、
新
壱
万
円

札
の
顔
と
な
る
！
」
が
開
催
中
で
す

（
5
月
12
日
ま
で
）。

渋沢史料館

北区飛鳥山博物館

紙の博物館

住所：北区西ケ原2-16-1
TEL：03-3910-0005
開館時間：  10時～17時（入館は～16

時30分）
休館日：  月曜（祝日の場合は開館）、

祝日直後の平日、年末年始
入館料：  一般300円、小中高100円

住所：北区王子1-1-3
TEL：03-3916-1133
開館時間：  10時～17時（観覧券の販

売は～16時30分）
休館日：  月曜（祝日の場合は開館し、

直後の平日に振替休館）、年
末年始、その他館内整備日

入館料：  一般300円、65歳以上150円、
小中高100円

住所：北区王子1-1-3　
TEL：03-3916-2320
開館時間：  10時～17時（入館は

～16時30分）
休館日：  月曜（祝日の場合は開

館）、祝日直後の平日、
年末年始、臨時休館日

入館料：  一 般400円、 小 中 高
200円

渋沢栄一関連商品

※３館共通券：一般
800円、小中高320円

飛鳥山３つの博物館
ホームページ
https://www.
 asukayama.jp
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北
区
ゆ
か
り
の
渋
沢
栄
一
が

新
一
万
円
札
の
顔
に
決
定
！

平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
４
月
、
財
務
省

が
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
に
紙
幣
を
刷
新

す
る
こ
と
を
発
表
し
、
新
一
万
円
札
の
肖
像

に
は
北
区
と
ゆ
か
り
の
深
い
渋
沢
栄
一
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
、
福
沢
諭
吉
に

続
く
３
人
目
の
肖
像
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
て
北
区
で
は
、
新
紙
幣
発
行
ま
で
の
機

運
を
高
め
、
渋
沢
栄
一
の
功
績
や
渋
沢
栄
一

を
核
と
し
た
北
区
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
北
区
の
知
名
度
向
上
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
５

月
、「
東
京
北
区
渋
沢
栄
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

実
業
家
・
渋
沢
栄
一
の
足
跡
に

北
区
の
至
る
所
で
出
会
え
る

「
近
代
日
本
経
済
の
父
」
と
称
さ
れ
る
渋

沢
栄
一
は
、
日
本
の
経
済
を
発
展
さ
せ
、
産

業
を
近
代
化
に
導
い
た
人
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
生
ま
れ
は
埼
玉
県
深
谷
市
で
す

が
、
人
生
の
後
半
約
30
年
間
を
北
区
王
子
の

飛
鳥
山
で
暮
ら
し
ま
し
た
。「
職
住
近
接
」

の
理
念
の
も
と
、
設
立
に
関
わ
っ
た
抄
紙
会

社
（
後
の
王
子
製
紙
株
式
会
社
）
を
近
く
で

見
守
る
と
と
も
に
、
多
く
の
賓
客
を
邸
宅
に

招
き
、
社
交
や
民
間
外
交
の
場
と
し
て
活
用

し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
と
の
交
流
も
大
切

に
し
、
当
時
の
王
子
町
と
滝
野
川
町
を
結
ぶ

音
無
橋
開
通
の
支
援
、
西
ヶ
原
一
里
塚
の
保

存
へ
の
尽
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

令
和
元（
２
０
１
９
）年
よ
り「
東
京
北
区
渋
沢
栄
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開

新
一
万
円
札
の
肖
像
に
北
区
ゆ
か
り
の
偉
人
・
渋
沢
栄
一
が
選
ば
れ
た
こ
と
を
機
に
、
北
区
で
は
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
５
月
よ
り
「
東
京
北
区
渋
沢
栄
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
紙
幣
刷
新
ま
で
１

年
を
切
っ
た
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
９
月
、「
新
一
万
円
札
発
行
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動
し
ま
し

た
。
特
集
で
は
渋
沢
栄
一
と
北
区
と
の
関
わ
り
、
区
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

新
一
万
円
札
発
行
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

て
い
ま
す
。

現
在
の
飛
鳥
山
公
園
一
角
の
旧
渋
沢
庭
園

内
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

大
正
期
の
建
物
「
晩
香
廬
」
と
「
青
淵
文

庫
」
が
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
残
り
、
邸
宅
が

あ
っ
た
場
所
に
は
「
渋
沢
史
料
館
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
抄
紙
会
社
の
跡
地
に
建
つ

「
洋
紙
発
祥
の
地
碑
」、
支
援
を
行
っ
た
「
音

無
橋
」
と
「
西
ヶ
原
一
里
塚
」、
氏
子
と
な
り

再
建
の
支
援
も
行
っ
た
「
七
社
神
社
」、
抄

紙
会
社
誘
致
の
際
に
用
水
や
用
地
の
調
停
に

奔
走
し
た
王
子
村
組
頭
の
業
績
を
記
し
た

「
熊
谷
源
左
衛
門
君
碑
」、
渋
沢
栄
一
が
設
立

し
た
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
の
レ
ン
ガ
で

作
ら
れ
た
「
旧
醸
造
試
験
所
第
一
工
場
」

（
国
重
要
文
化
財
）
な
ど
、
北
区
内
の
至
る

所
に
渋
沢
栄
一
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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部
署
横
断
・
公
民
連
携
に
よ
る

オ
ー
ル
北
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は

「
L
O
V
E 

L
I
V
E 

L
E
A
D
」。
北
区
を

愛
し
（
L
O
V
E
）、
北
区
に
居
を
構
え

（
L
I
V
E
）、
日
本
を
導
い
て
い
っ
た

（
L
E
A
D
）
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
も
北
区
を
も
っ
と
好
き

に
な
り
、
北
区
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い

う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
事
務
局
は
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
担
当
課
で
す
が
、

健
康
推
進
課
が
渋
沢
栄
一
翁
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ア
プ
リ
に
加
え
た
り
、
教
育
委
員
会

が
渋
沢
栄
一
に
関
す
る
副
読
本
を
作
成
し
た

り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
内
事
業
者
や
団
体
を

対
象
に
し
た
渋
沢
栄
一
関
連
商
品
開
発
へ
の

助
成
な
ど
、
部
署
横
断
・
公
民
連
携
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
さ
ら
に
渋
沢
栄
一
記
念

財
団
、
深
谷
市
、
東
京
商
工
会
議
所
、
板
橋

区
、
江
東
区
、
千
代
田
区
、
中
央
区
、
北
海

道
清
水
町
な
ど
、
渋

沢
栄
一
に
ゆ
か
り
の

あ
る
12
の
団
体
や
自

治
体
と
も
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
、
連

携
を
広
げ
て
い
ま
す
。

北
区
飛
鳥
山
博
物
館
内
に

大
河
ド
ラ
マ
館
を
開
設

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
９
月
に
渋
沢
栄

一
を
主
人
公
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
青
天
を
衝
け
」
の
制
作
発
表
が
あ
り
、
翌
年

２
月
、
北
区
は
東
京
北
区
渋
沢
栄
一
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
大
河
ド
ラ
マ
館

設
置
を
表
明
し
ま
し
た
。
東
京
23
区
初
の
大

河
ド
ラ
マ
館
と
し
て
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
２
月
20
日
か
ら
12
月
26
日
ま
で
、
北
区
飛

鳥
山
博
物
館
内
に
「
渋
沢
×
北
区 

青
天
を

衝
け 

大
河
ド
ラ
マ
館
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

館
内
で
は
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
衣
装
や
小
道

具
の
展
示
、
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
の
上
映
の
ほ

か
、
主
演
俳
優
ら
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な

ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

る
休
館
期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
協

力
を
得
な
が
ら
多
角
的
に
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
、
最
終
来
館
者
数
は
７
万
６
０
０
０

人
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
館
開

設
に
合
わ
せ
て
旧
渋
沢
庭

園
内
に「
飛
鳥
山
お
み
や

げ
館
」を
開
設
し
ま
し
た
。

現
在
も
区
内
事
業
者
が
開

発
し
た
渋
沢
栄
一
関
連
商

品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

飛鳥山おみやげ館

渋
沢
栄
一
が
暮
ら
し
た
飛
鳥
山
に
建
つ

渋
沢
栄
一
が
暮
ら
し
た
飛
鳥
山
に
建
つ

３
つ
の
博
物
館

３
つ
の
博
物
館

■ 
渋
沢
史
料
館

■ 

北
区
飛
鳥
山
博
物
館

■ 

紙
の
博
物
館

　
旧
渋
沢
邸
跡
に
建
つ
博
物
館
。
飛

鳥
山
公
園
一
角
に
あ
り
ま
す
。
渋
沢

栄
一
の
生
涯
と
事
績
に
関
す
る
資
料

を
収
蔵
・
展
示
、
６
月
２
日
ま
で
は

「
渋
沢
栄
一
肖
像
展
Ⅰ
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
隣
接
す
る
旧
渋
沢
庭
園

内
に
は
渋
沢
栄
一
の
喜
寿
を
祝
っ
て

大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
に
建
て
ら

れ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
と
し
て
使

用
さ
れ
た
洋
風
茶
室
の
「
晩
香
廬
」

と
傘
寿
と
男
爵
か
ら
子
爵
へ
の
昇
格

を
祝
っ
て
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年

に
建
て
ら
れ
接
客
の
場
と
し
て
使
用

さ
れ
た
書
庫
の
「
青
淵
文
庫
」
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
内
部
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
北
区
の
歴
史
・
自
然
・
文
化
に
関

し
て
幅
広
く
展
示
す
る
区
立
の
博
物

館
。
１
階
の
常
設
展
示
室
で
は
北
区

の
成
り
立
ち
か
ら
江
戸
時
代
の
名
所

の
発
展
、
荒
川
の
生
態
系
ま
で
、
実

物
資
料
、
レ
プ
リ
カ
、
映
像
、
復
元

家
屋
な
ど
を
通
し
て
人
々
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
実
感
で
き
る
展
示
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
階
は
企
画
展
な
ど

を
開
催
す
る
特
別
展
示
室
、
３
階
は

北
区
ゆ
か
り
の
作
家
の
美
術
伝
統
工

芸
品
を
鑑
賞
で
き
る
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

３
（
２
０
２
１
）
年
２
月
20
日
か
ら

12
月
26
日
、
館
内
に
「
大
河
ド
ラ
マ

館
」
を
開
館
し
ま
し
た
。

　

和
紙
、
洋
紙
を
問
わ
ず
紙
に
関

す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
存
・
展
示

す
る
紙
専
門
の
博
物
館
。
昭
和
25

（
１
９
５
０
）
年
、「
洋
紙
発
祥
の
地
」

と
呼
ば
れ
る
王
子
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
紙
の
製
造
工
程
、
種
類
や
用
途
、

紙
の
歴
史
、
紙
の
工
芸
品
、
歴
史
的

資
料
や
生
活
用
品
な
ど
を
常
設
展
示

し
、
紙
に
関
す
る
書
籍
の
一
般
公
開
も

し
て
い
ま
す
。
企
画
展
や
紙
を
素
材

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
、
毎
週

土
・
日
曜
に
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
再

生
原
料
か
ら
手
す
き
の
ハ
ガ
キ
を
作

る
「
紙
す
き
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
企
画
展
「
藩
札
か
ら
近
代

紙
幣
へ　
―
渋
沢
栄
一
、
新
壱
万
円

札
の
顔
と
な
る
！
」
が
開
催
中
で
す

（
5
月
12
日
ま
で
）。

渋沢史料館

北区飛鳥山博物館

紙の博物館

住所：北区西ケ原2-16-1
TEL：03-3910-0005
開館時間：  10時～17時（入館は～16

時30分）
休館日：  月曜（祝日の場合は開館）、

祝日直後の平日、年末年始
入館料：  一般300円、小中高100円

住所：北区王子1-1-3
TEL：03-3916-1133
開館時間：  10時～17時（観覧券の販

売は～16時30分）
休館日：  月曜（祝日の場合は開館し、

直後の平日に振替休館）、年
末年始、その他館内整備日

入館料：  一般300円、65歳以上150円、
小中高100円

住所：北区王子1-1-3　
TEL：03-3916-2320
開館時間：  10時～17時（入館は

～16時30分）
休館日：  月曜（祝日の場合は開

館）、祝日直後の平日、
年末年始、臨時休館日

入館料：  一 般400円、 小 中 高
200円

渋沢栄一関連商品

※３館共通券：一般
800円、小中高320円

飛鳥山３つの博物館
ホームページ
https://www.
 asukayama.jp

北区
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
上
げ
る

Ｐ
Ｒ
大
使
の
し
ぶ
さ
わ
く
ん

各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
登
場
す
る
し
ぶ
さ
わ
く
ん

は
、
渋
沢
栄
一
の
考
え
や
活
躍
を
現
代
に
伝

え
る
存
在
と
し
て
誕
生
し
た
東
京
北
区
渋
沢

栄
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

す
。
新
一
万
円
札
発
行
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
１
回
推
進
協
議
会
に
も
駆

け
つ
け
、
協
議
会
終
了
後
に
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
Ｐ
Ｒ
大
使
に
任
命
さ
れ
、
令
和
６

（
２
０
２
４
）
年
１
月
４
日
に
行
わ
れ
た
東

京
証
券
取
引
所
・
大
発
会
に
参
加
し
、
新
紙

幣
発
行
の
年
の
日
本
の
市
場
取
引
開
始
を
見

守
る
な
ど
、
全
国
に
向
け
た
北
区
の
P
R
に

も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

渋
沢
栄
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

集
大
成
と
し
て
ス
タ
ー
ト
！

北
区
で
は
「
東
京
北
区
渋
沢
栄
一
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
７
月
の
新
紙
幣
発
行
ま
で
の
期
間
を
「
新

一
万
円
札
発
行
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
位
置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
力
強
く
進
め
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
９
月
か
ら
始
動

し
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
事
務
局
の
役
割
を
し
ご
と
連
携
担
当
課

と
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
担
当
課
が

連
携
し
て
担
い
、
区
と
東
京
商
工
会
議
所
北

支
部
、
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
、
国
立
印
刷

局
、
東
京
北
区
観
光
協
会
な
ど
が
メ
ン
バ
ー

の
公
民
連
携
に
よ
る
「
新
一
万
円
札
発
行
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
今
年
７
月
ま
で
開
催
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施
を
通
し
て
、
渋
沢
栄
一

の
精
神
と
北
区
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、

区
民
が
北
区
に
誇
り
や
愛
着
を
持
つ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

国
立
印
刷
局
東
京
工
場
と
王
子
工
場
が
あ
る

「
お
札
が
う
ま
れ
る
街
、
北
区
」

北
区
は
渋
沢
栄
一
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
と

同
時
に
、
お
札
用
紙
が
製
造
さ
れ
た
地
で
も

あ
り
ま
す
。
大
蔵
省
紙
幣
寮
（
現
在
の
国
立

印
刷
局
。
明
治
４
（
1
8
7
1
）
年
に
創

設
、
初
代
紙
幣
頭
（
理
事
長
）
は
渋
沢
栄

一
）
は
、
お
札
を
国
産
化
す
る
た
め
に
明
治

８
（
1
8
7
5
）
年
に
用
紙
の
研
究
開
発
を

始
め
、
翌
年
に
製
紙
工
場
（
国
立
印
刷
局

王
子
工
場
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
王
子
工

場
で
は
、
明
治
10
（
1
8
7
7
）
年
に
国

産
第
１
号
の
近
代
的
な
お
札
用
紙
が
誕
生

し
て
以
降
、
昭
和
58
（
1
9
8
3
）
年
ま

で
製
造
し
続
け
ま
し
た
。
現
在
は
、
印
刷
工

場
と
し
て
切
手
な
ど
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま

す
。北

区
西
ヶ
原
に
あ
る
国
立
印
刷
局
東
京
工

場
は
、
昭
和
５
（
1
9
3
0
）
年
に
竣
工
し

て
以
来
、
こ
の
地
で
お
札
の
製
造
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
印
刷
現
場
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
見

学
で
き
ま
す
。

今
年
７
月
の
新
一
万
円
札
発
行
に
向
け
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
国
立
印
刷
局
王
子
工
場
に
隣
接
す
る

博
物
館
。
展
示
室
で
は
、
渋
沢
栄
一
が

肖
像
に
な
る
一
万
円
札
を
含
む
新
し
い

お
札
の
デ
ザ
イ
ン
や
偽
造
防
止
技
術
の

ほ
か
、
印
刷
局
な
ら
で
は
の
彫
刻
や
す

か
し
の
伝
統
技
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歴
代
の
お
札
や
切
手
、
珍
し
い

世
界
の
お
札
や
切
手
に
つ
い
て
も
展
示

し
て
い
ま
す
。

国立印刷局東京工場

X（旧 Twitter）

お
札
の
技
術
と
歴
史
が
学
べる
お
札
と
切
手
の
博
物
館

住所：北区王子 1-6-1
TEL：03-5390-5194
開館時間：9時 30分〜 17時
休館日：‌‌月曜（祝日の場合は開館し、翌平日休館）、

年末年始、臨時休館日
入館料：無料
https://www.npb.go.jp/ja/museum/index.html

国立印刷局ホームページ
https://www.npb.go.jp/index.html

PR 大使のしぶさわくん

国立印刷局王子工場

お札と切手の博物館

我が区の「おたから」〜 23 区の魅力を再発見〜

駅
前
の
商
業
施
設
を
会
場
に
「
新
一
万
円
札

発
行
１
０
０
日
前
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
北
海
道
清
水
町
や
埼
玉
県
深

谷
市
な
ど
全
国
の
渋
沢
栄
一
ゆ
か
り
の
地
に

よ
る
物
産
展
や
渋
沢
栄
一
と
北
区
の
つ
な
が

り
や
紙
幣
の
技
術
に
関
す
る
講
演
、
初
心
者

に
も
わ
か
り
や
す
い
渋
沢
栄
一
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

渋
沢
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
倣
っ
て

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

新
一
万
円
札
発
行
ま
で
、
残
り
３
カ
月
と

な
り
ま
し
た
。
北
区
に
は
「
近
代
日
本
経
済

の
父
」
と
呼
ば
れ
た
渋
沢
栄
一
と
い
う
人
が
い

て
、
凄
ま
じ
い
社
会
の
変
化
の
中
で
、
北
区

に
居
を
構
え
て
企
業
の
創
設
・
育
成
に
力
を

入
れ
、
民
間
外
交
や
社
会
福
祉
、
教
育
へ
の

支
援
に
尽
力
し
、
北
区
か
ら
日
本
を
導
い
て

き
ま
し
た
。
そ
の
渋
沢
栄
一
が
新
し
い
一
万
円

札
の
顔
と
な
り
、
そ
の
一
万
円
札
が
生
ま
れ

る
街
が
北
区
で
あ
る
こ
と
を
全
世
代
の
区
民

の
方
々
が
誇
り
に
思
い
、
定
着
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
き
っ
か
け
に
、
変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
な
か
っ

た
渋
沢
栄
一
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
倣
っ
て
、

北
区
ら
し
さ
を
活
か
し
な
が
ら
人
や
ア
イ

デ
ィ
ア
が
集
ま
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

北
区
全
体
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ム
ー
ド
一
色
に
演
出

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

J
R
王
子
駅
、
赤
羽
駅
、
田
端
駅
、
区
役
所

第
一
庁
舎
な
ど
、
区
民
の
多
く
が
目
に
す
る

場
所
に
「
渋
沢
栄
一
の
新
一
万
円
札
発
行
ま

で
あ
と
〇
〇
日
」
と
表
示
し
た
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
ボ
ー
ド
を
設
置
し
、
区
役
所
第
二
庁

舎
、
赤
羽
駅
前
商
業
施
設
に
は
懸
垂
幕
、
区

内
各
所
に
は
の
ぼ
り
を
掲
げ
、
民
間
商
業
施

設
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
す
る
な

ど
、
７
月
３
日
の
新
一
万
円
札
発
行
ま
で
の

区
民
の
高
揚
感
、
期
待
感
を
高
め
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
区
出
身
の
歌
手
水
森
か
お
り
さ

ん
が
歌
う
「
し
ぶ
さ
わ
く
ん
の
唄
」
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
局
「
し
ぶ
さ
わ
く
ん
Ｆ

Ｍ
」
や
城
北
信
用
金
庫
全
店
舗
で
流
す
ほ

か
、
清
掃
車
両
に
一
万
円
札
を
模
し
た
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
施
し
た
り
、
学
校
給
食
で
渋
沢
栄

一
が
好
ん
で
食
べ
た
と
さ
れ
る
煮
ぼ
う
と
う

や
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
を
使
っ
た
料
理
等
を
提
供

す
る
な
ど
、
区
民
に
「
渋
沢
と
い
え
ば
北

区
」
を
根
付
か
せ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
北
区
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
、
今
年
３
月
16
日
か
ら
18
日
に
J
R
赤
羽

人
気
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

今
年
１
月
27
日
、
北
と
ぴ
あ
さ
く
ら
ホ
ー

ル
に
て
、
ミ
ク
ロ
な
視
点
、
マ
ク
ロ
な
視
点

で
世
の
中
を
見
る
人
気
の
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
R
e
H
a
c
Q
（
リ
ハ
ッ
ク
）

の
公
開
収
録
を
行
い
ま
し
た
。「
北
区
と
い

え
ば
渋
沢
」
を
、
日
本
全
国
、
世
界
へ
と
発

信
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

テ
ー
マ
は
渋
沢
栄
一
、
新
一
万
円
札
、
北

区
。
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
作
家
の
高
橋
弘

樹
氏
が
進
行
を
担
当
し
、
ト
ー
ク
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
第
一
部
の
「
北
区
出
身
の

経
済
・
文
化
人
の
地
元
ト
ー
ク
」
で
は
、
や

ま
だ
加
奈
子
北
区
長
と
共
に
、
起
業
家
・
エ

ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
の
成
田
修
造
氏
と
実
業

家
・
「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
開
設
者
の
ひ
ろ
ゆ

き
（
西
村
博
之
）
氏
に
、
辛
口
な
が
ら
も
面

白
お
か
し
く
北
区
と
渋
沢
栄
一
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
部
の
「
北

区
と
渋
沢
栄
一
、
そ
し
て
幕
末
」
で
は
、
埼

玉
県
出
身
の
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
・
ビ
ビ
る
大

木
氏
と
渋
沢
史
料
館
顧
問
・
井
上
潤
氏
に
渋

沢
栄
一
が
生
き
た
時
代
の
貴
重
な
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
収
録
さ
れ
た
内
容
は
、

R
e
H
a
c
Q
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
視
聴
で
き
ま
す
。

清掃車ラッピング

渋沢栄一ゆかりの食材等を使った給食

カウントダウンボード

ReHacQ公開収録の模様
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駅
前
の
商
業
施
設
を
会
場
に
「
新
一
万
円
札

発
行
１
０
０
日
前
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
北
海
道
清
水
町
や
埼
玉
県
深

谷
市
な
ど
全
国
の
渋
沢
栄
一
ゆ
か
り
の
地
に

よ
る
物
産
展
や
渋
沢
栄
一
と
北
区
の
つ
な
が

り
や
紙
幣
の
技
術
に
関
す
る
講
演
、
初
心
者

に
も
わ
か
り
や
す
い
渋
沢
栄
一
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

渋
沢
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
倣
っ
て

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

新
一
万
円
札
発
行
ま
で
、
残
り
３
カ
月
と

な
り
ま
し
た
。
北
区
に
は
「
近
代
日
本
経
済

の
父
」
と
呼
ば
れ
た
渋
沢
栄
一
と
い
う
人
が
い

て
、
凄
ま
じ
い
社
会
の
変
化
の
中
で
、
北
区

に
居
を
構
え
て
企
業
の
創
設
・
育
成
に
力
を

入
れ
、
民
間
外
交
や
社
会
福
祉
、
教
育
へ
の

支
援
に
尽
力
し
、
北
区
か
ら
日
本
を
導
い
て

き
ま
し
た
。
そ
の
渋
沢
栄
一
が
新
し
い
一
万
円

札
の
顔
と
な
り
、
そ
の
一
万
円
札
が
生
ま
れ

る
街
が
北
区
で
あ
る
こ
と
を
全
世
代
の
区
民

の
方
々
が
誇
り
に
思
い
、
定
着
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
き
っ
か
け
に
、
変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
な
か
っ

た
渋
沢
栄
一
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
倣
っ
て
、

北
区
ら
し
さ
を
活
か
し
な
が
ら
人
や
ア
イ

デ
ィ
ア
が
集
ま
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

北
区
全
体
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ム
ー
ド
一
色
に
演
出

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

J
R
王
子
駅
、
赤
羽
駅
、
田
端
駅
、
区
役
所

第
一
庁
舎
な
ど
、
区
民
の
多
く
が
目
に
す
る

場
所
に
「
渋
沢
栄
一
の
新
一
万
円
札
発
行
ま

で
あ
と
〇
〇
日
」
と
表
示
し
た
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
ボ
ー
ド
を
設
置
し
、
区
役
所
第
二
庁

舎
、
赤
羽
駅
前
商
業
施
設
に
は
懸
垂
幕
、
区

内
各
所
に
は
の
ぼ
り
を
掲
げ
、
民
間
商
業
施

設
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
す
る
な

ど
、
７
月
３
日
の
新
一
万
円
札
発
行
ま
で
の

区
民
の
高
揚
感
、
期
待
感
を
高
め
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
区
出
身
の
歌
手
水
森
か
お
り
さ

ん
が
歌
う
「
し
ぶ
さ
わ
く
ん
の
唄
」
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
局
「
し
ぶ
さ
わ
く
ん
Ｆ

Ｍ
」
や
城
北
信
用
金
庫
全
店
舗
で
流
す
ほ

か
、
清
掃
車
両
に
一
万
円
札
を
模
し
た
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
施
し
た
り
、
学
校
給
食
で
渋
沢
栄

一
が
好
ん
で
食
べ
た
と
さ
れ
る
煮
ぼ
う
と
う

や
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
を
使
っ
た
料
理
等
を
提
供

す
る
な
ど
、
区
民
に
「
渋
沢
と
い
え
ば
北

区
」
を
根
付
か
せ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
北
区
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
、
今
年
３
月
16
日
か
ら
18
日
に
J
R
赤
羽

人
気
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

今
年
１
月
27
日
、
北
と
ぴ
あ
さ
く
ら
ホ
ー

ル
に
て
、
ミ
ク
ロ
な
視
点
、
マ
ク
ロ
な
視
点

で
世
の
中
を
見
る
人
気
の
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
R
e
H
a
c
Q
（
リ
ハ
ッ
ク
）

の
公
開
収
録
を
行
い
ま
し
た
。「
北
区
と
い

え
ば
渋
沢
」
を
、
日
本
全
国
、
世
界
へ
と
発

信
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

テ
ー
マ
は
渋
沢
栄
一
、
新
一
万
円
札
、
北

区
。
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
作
家
の
高
橋
弘

樹
氏
が
進
行
を
担
当
し
、
ト
ー
ク
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
第
一
部
の
「
北
区
出
身
の

経
済
・
文
化
人
の
地
元
ト
ー
ク
」
で
は
、
や

ま
だ
加
奈
子
北
区
長
と
共
に
、
起
業
家
・
エ

ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
の
成
田
修
造
氏
と
実
業

家
・
「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
開
設
者
の
ひ
ろ
ゆ

き
（
西
村
博
之
）
氏
に
、
辛
口
な
が
ら
も
面

白
お
か
し
く
北
区
と
渋
沢
栄
一
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
部
の
「
北

区
と
渋
沢
栄
一
、
そ
し
て
幕
末
」
で
は
、
埼

玉
県
出
身
の
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
・
ビ
ビ
る
大

木
氏
と
渋
沢
史
料
館
顧
問
・
井
上
潤
氏
に
渋

沢
栄
一
が
生
き
た
時
代
の
貴
重
な
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
収
録
さ
れ
た
内
容
は
、

R
e
H
a
c
Q
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
視
聴
で
き
ま
す
。

清掃車ラッピング
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3
月
5
日
（
火
）、
品
川
区
を
「
児
童
相
談
所
設
置

市
」
に
指
定
す
る
児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
政
令
改
正
を
受
け
て
、
品
川
区
は
、
令
和
6
年

10
月
に
児
童
相
談
所
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

3
月
26
日
（
火
）、
文
京
区
が
こ
ど
も
家
庭
庁
に
対

し
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
、「
児
童
相
談
所
設
置
市
」

と
し
て
政
令
指
定
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

本
年
中
に
は
、
文
京
区
を
令
和
7
年
4
月
に
「
児
童

相
談
所
設
置
市
」
と
し
て
指
定
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ

る
予
定
で
す
。

※�

特
別
区
は
、
平
成
28
年
6
月
に
公
布
さ
れ
た
児
童
福

祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
平
成
29

年
4
月
か
ら
、
児
童
相
談
所
を
設
置
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

※�

特
別
区
に
お
け
る
児
童
相
談
所
の
設
置
状
況

令
和
2
年�

4
月
開
設　

世
田
谷
区
・
江
戸
川
区

7
月
開
設　

荒
川
区

令
和
3
年
4
月
開
設　

港
区

令
和
4
年�

4
月
開
設　

中
野
区

7
月
開
設　

板
橋
区

令
和
5
年�

2
月
開
設　

豊
島
区

10
月
開
設　

葛
飾
区（

特
別
区
長
会
事
務
局
）

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
で
は
、
特
別
区
に
つ

い
て
多
く
の
人
に
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
当
協
議
会
の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

特
別
区
の
紹
介
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

動
画
で
は
、
特
別
区
の
現
在
・
制
度
・
歴
史
の
３
つ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　東
京
23
区
「
特
別
区
」
の
紹
介

〈
テ
ー
マ
１
〉　

特
別
区
の
現
在

特
別
区
の
位
置
、
人
口
と
面
積
、
人
口
密
度
等
の
現

在
の
特
別
区
の
す
が
た
を
紹
介

〈
テ
ー
マ
２
〉　

特
別
区
の
制
度

特
別
区
は
市
町
村
と
同
じ
基
礎
的
な
自
治
体
で
あ
る

こ
と
や
、
特
別
区
と
東
京
都
の
特
別
な
役
割
分
担
に
つ

い
て
紹
介

〈
テ
ー
マ
３
〉　

特
別
区
の
歴
史

東
京
に
は
じ
め
て
区
が
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
の
23
区

の
す
が
た
に
な
る
ま
で
の
歴
史
等
を
紹
介

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区

協
議
会
事
業
部
）

4
月
1
日
（
月
）
に
、
児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
特

別
区
に
よ
る
共
同
処
理
組
織
「
措
置
費
共
同
経
理
課
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
4
月
か
ら
区
立
児
童
相
談
所
が
開
設
し
、

都
内
で
は
児
童
養
護
施
設
や
乳
児
院
な
ど
の
社
会
的
養

護
に
係
る
施
設
等
を
、
児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
都
と

区
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
特
別
区
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
地

方
自
治
法
に
規
定
の
あ
る
「
機
関
等
の
共
同
設
置
」
の

手
法
を
活
用
し
て
内
部
組
織
（
課
）
を
共
同
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
各
区
で
行
っ
て
い
た
各
施
設
へ
の
措
置
費
支

払
事
務
等
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

機
関
等
の
共
同
設
置
に
よ
る
共
同
処
理
組
織
に
必
要

と
な
る
幹
事
区
は
、
児
童
相
談
所
の
開
設
順
に
3
年
ご

と
に
輪
番
で
担
う
こ
と
と
し
、
江
戸
川
区
が
最
初
の
幹

事
区
と
な
り
ま
す
。

措
置
費
共
同
経
理
課
は
、
東
京
区
政
会
館
内
に
執
務

場
所
を
設
け
、
児
童
相
談
所
を
設
置
し
て
い
る
8
区
に

よ
り
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

令
和
6
年
度
以
降
に
児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
特
別

区
も
、
順
次
措
置
費
共
同
経
理
課
に
加
わ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

品
川
区
を
「
児
童
相
談
所
設
置
市
」
に
指
定

す
る
政
令
が
閣
議
決
定

〜
9
区
目
の
特
別
区
児
童
相
談
所
が
開
設
〜

特
別
区
の
紹
介
動
画
を

配
信
し
て
い
ま
す

児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
特
別
区

に
よ
る
共
同
処
理
組
織
「
措
置
費

共
同
経
理
課
」
が
発
足

文
京
区
が
「
児
童
相
談
所
設
置
市
」

の
政
令
指
定
を
要
請

動画はこちらから
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
3
月
8
日

（
金
）
に
令
和
6
年
度
特
別
区
職
員
採

用
試
験
・
選
考
で
実
施
す
る
試
験
・
選

考
区
分
及
び
採
用
予
定
数
を
発
表
し
ま

し
た
。

全
体
の
採
用
予
定
数
は
3
0
1
8
名

程
度
で
昨
年
度
に
比
べ
4
7
2
名
増
加

し
、
2
年
連
続
で
大
幅
増
と
な
り
ま
し

た
。
確
実
に
受
験
者
を
確
保
し
て
い
く

た
め
、
当
委
員
会
で
は
、
特
別
区
が
就

職
先
と
し
て
選
択
さ
れ
る
よ
う
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
P
R
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

Ⅰ
類
採
用
試
験
【
春
試
験
】
は
、
12
の

試
験
区
分
で
実
施
し
ま
す
。
令
和
6
年

度
か
ら
試
験
開
始
の
事
務
（
I
C
T
）

を
含
め
採
用
予
定
数
は
全
試
験
区
分
合

計
で
2
0
2
8
名
程
度
と
な
り
、
昨
年

度
か
ら
2
7
7
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ
類
採
用
試
験
は
、
事
務
（
一
般
事

務
）
の
試
験
区
分
で
実
施
し
、
採
用
予

定
数
は
1
5
4
名
程
度
で
、
昨
年
度
か

ら
15
名
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障

害
者
を
対
象
と
す
る
採
用
選
考
の
採
用

予
定
数
は
78
名
程
度
で
、
昨
年
度
か
ら

5
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
で
実
施
す

る
試
験
・
選
考
区
分
は
、
1
級
職
で
は

事
務
（
一
般
事
務
）・
事
務
（
I
C
T
）・

土
木
造
園
（
土
木
）・
建
築
・
機
械
・

電
気
・
福
祉
・
児
童
福
祉
・
児
童
指

導
・
児
童
心
理
、
2
級
職
（
主
任
）
で
は

事
務
（
一
般
事
務
）・
事
務
（
I
C
T
）・

土
木
造
園
（
土
木
）・
建
築
・
福
祉
・
児

童
福
祉
・
児
童
指
導
・
児
童
心
理
、
3

級
職
（
係
長
級
）
で
は
事
務
（
I
C
T
）・

児
童
福
祉
・
児
童
指
導
・
児
童
心
理
で

す
。
経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
の
採
用

予
定
数
の
合
計
は
7
1
0
名
程
度
と
な

り
、
昨
年
度
か
ら
1
6
7
名
増
加
し
て

い
ま
す
。

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
採

用
試
験
は
、
事
務
の
区
分
で
実
施
し
、

採
用
予
定
数
は
48
名
程
度
と
な
り
、
昨

年
度
か
ら
8
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和6年度採用試験・選考情報
〜令和6年度職員採用予定数を発表！〜

令和6年度特別区職員採用試験・選考　採用予定数一覧表
上段：令和6年度
中段：令和5年度
下段：増　　　減
（単位：名程度）

採用区分
試験・
選考区分

Ⅰ類	
【春試験】 Ⅲ類 障害者

経験者 就職
氷河期
世代

合　計
１級職 ２級職

（主任）
３級職
（係長級）

事　　務
（一般事務）

1,312 154 78 255 125 48 1,972
1,181 139 73 177 78 40 1,688

131 15 5 78 47 8 284

事　　務
（ICT）

16 16 14 3 49
- 18 16 3 37

16 ▲ 2 ▲ 2 0 12

土木造園
（土　木）

107 - 34 19 160
94 - 26 9 129
13 - 8 10 31

土木造園
（造　園）

33 - - - 33
25 - - - 25

8 - - - 8

建　　築
126 - 44 28 198
101 - 27 16 144

25 - 17 12 54

機　　械
27 - 12 - 39
18 - 9 - 27

9 - 3 - 12

電　　気
36 - 14 - 50
22 - 9 - 31
14 - 5 - 19

福　　祉
154 36 25 215
141 37 23 201

13 ▲ 1 2 14

児童福祉
14 17 5 36
17 14 7 38

▲ 3 3 ▲ 2 ▲ 2

児童指導
11 10 3 24
16 8 2 26

▲ 5 2 1 ▲ 2

心　　理
30 30
20 20
10 10

児童心理
11 11 3 25
12 13 6 31

▲ 1 ▲ 2 ▲ 3 ▲ 6

衛生監視
（衛　生）

54 54
39 39
15 15

衛生監視
（化　学）

5 5
5 5
0 0

保 健 師
128 128
105 105

23 23

合　　計
2,028 154 78 447 249 14 48 3,018
1,751 139 73 348 177 18 40 2,546

277 15 5 99 72 ▲ 4 8 472
（注1）�Ⅲ類、障害者、経験者、氷河期については、令和6年3月1日現在の採用予定数のため、

告示日（令和6年6月20日）に直近の採用予定数を発表します。
（注2）Ⅰ類採用試験【秋試験】の採用予定数は、Ⅰ類採用試験【春試験】実施後に公表予定です。
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令和6年度
管理職選考案内を発行しました

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
4
月
3
日
（
水
）、
令
和

6
年
度
管
理
職
選
考
種
別
Ⅰ
類
実
施
要
綱
の
発
表
に
伴

い
、「
管
理
職
選
考
案
内
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

特
別
区
人
事
委
員
会
で
は
毎
年
、
昇
任
選
考
を
通
じ

た
計
画
的
な
人
材
育
成
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
「
管
理

職
選
考
案
内
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

「
管
理
職
選
考
案
内
」
で
は
実
施
要
綱
、
受
験
申
込

書
に
加
え
、
現
役
管
理
職
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
試
験
勉

強
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
受
験
者
の
方
に
役
立
つ
内
容
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

管
理
職
選
考
に
向
け
て
勉
強
を
進
め
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
受
験
資
格
を
得
る
方
に
も

幅
広
く
ご
覧
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「Get O

ver Y
ourself

（
自
分

を
乗
り
越
え
る
）」
で
す
。
管
理
職
を
目
指
す
こ
と
へ

の
不
安
や
迷
い
を
乗
り
越
え
て
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
成

長
し
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

管
理
職
選
考
の
受
験
資
格
を
得
る
30
代
〜
40
代
は
、
今

後
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
検
討
す
る
時
期
で
す
が
、
管

理
職
と
し
て
働
く
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
い
う

方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
管
理
職
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
、
不
安
や
失
敗

を
乗
り
越
え
て
活
躍
す
る
現
役
管
理
職
の
姿
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
自
ら
が
管
理
職
と
し
て
働
く
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
皆
さ
ま
が
管
理
職
選
考
の

受
験
へ
踏
み
出
す
一
助
と
な
る
よ
う
に
エ
ー
ル
の
気
持

ち
を
込
め
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
試
験
勉
強
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
試
験
の

概
要
説
明
や
目
的
、
解
答
の
手
が
か
り
、
過
去
の
筆
記

考
査
の
出
題
テ
ー
マ
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
試
験

勉
強
に
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
記
述

式
問
題
の
解
答
例
や
論
文
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
、

受
験
す
る
方
に
は
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
部

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

令
和
6
年
度
管
理
職
選
考
案
内
は
、
各
区
・
一
部
事

務
組
合
人
事
担
当
課
へ
電
子
デ
ー
タ
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）
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3
月
18
日
（
月
）
に
第
1
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

令
和
5
年
度
特
別
区
競
馬
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）�

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

3
月
18
日
（
月
）
に
第
1
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

中
央
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

多
摩
川
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

有
明
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

葛
飾
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

令
和
6
年
度
調
査
研
究
テ
ー
マ
の
紹
介

2
月
9
日
（
金
）
に
令
和
5
年
度
第
4
回
理
事
会
を

開
催
し
、
5
テ
ー
マ
の
調
査
研
究
を
柱
と
す
る
令
和
6

年
度
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。

各
テ
ー
マ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
区
職
員
の
ほ

か
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
、
1
年
間
の
調
査
研
究

を
経
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
報
告
書
の
作
成
・
公
表
を
行

う
予
定
で
す
。

令
和
5
年
度
調
査
研
究
報
告
書
の
発
行

令
和
5
年
度
に
調
査
研
究
を
実
施
し
た
6
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
報
告
書
を
発
行
し
、
公
表
し
ま
し
た
。
各

区
、
図
書
館
等
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
調
査
研
究
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

https://w
w
w
.tokyo23-kuchokai-kiko.jp/report/�

index.htm
l

な
お
、
令
和
6
年
7
月
に
は
、
令
和
5
年
度
調
査
研

究
の
成
果
を
発
表
す
る
調
査
研
究
報
告
会
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
報
告
会
は
、
当
機

構
の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

�

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
　
令
和
6

年
度
調
査
研
究
テ
ー
マ
及
び
令
和
5
年

度
調
査
研
究
報
告
書
の
発
行
に
つ
い
て

令和6年度調査研究テーマ名 提案区

帰宅困難者対策における初動対応体制の確立に向けた取組み
（継続）

港区

区民等の理解と信頼を深めるための情報発信のあり方 港区

生活保護受給者の日常生活上の支援の現状と今後の課題 大田区

特別区における老朽マンション対策の推進 大田区

生成AIを活用した特別区におけるDXの推進 葛飾区

報告書はこちら

令
和
6
年
第
1
回

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部

事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

令
和
6
年
第
1
回

特
別
区
競
馬
組
合
議
会
臨
時
会

の
結
果
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特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
は
、
4

月
1
日
（
月
）
に
令
和
6
年
度
特
別
区
立
幼
稚
園
教
員

採
用
候
補
者
選
考
の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
選
考
は
、
第
1
次
選
考
の
筆
記
試
験
を
、

6
月
23
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
は
、
4

月
1
日
（
月
）
に
令
和
6
年
度
特
別
区
立
幼
稚
園
臨
時

的
任
用
教
員
採
用
候
補
者
選
考
の
選
考
案
内
を
発
表
し

ま
し
た
。

定
期
選
考
は
、
毎
月
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
程
及
び
選
考
内
容
等
を
掲
載
し
た
「
選
考
案

内
」
は
、
東
京
区
政
会
館
及
び
各
区
役
所
で
配
布
し
て

お
り
、
ま
た
、
組
合
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

令
和
6
年
度
特
別
区
立

幼
稚
園
教
員
採
用
候
補
者
選
考

実
施
日
程
発
表

令
和
6
年
度
特
別
区
立

幼
稚
園
臨
時
的
任
用
教
員
採
用

候
補
者
選
考
実
施

■�

東
北
絆
ま
つ
り
2
0
2
3
青
森
の
御
礼
及
び
2
0
2
4

仙
台
の
開
催
に
つ
い
て

■�

令
和
5
年
度
東
京
都
児
童
相
談
体
制
等
検
討
会
の

検
討
状
況
に
つ
い
て

■�

路
上
生
活
者
対
策
事
業
運
営
協
議
会
検
討
結
果
報

告
（
最
終
報
告
）
に
つ
い
て

■�

東
京
都
・
特
別
区
・
東
京
都
医
師
会
連
絡
協
議
会

（
三
者
協
）
及
び
東
京
都
地
域
保
健
事
業
連
絡
協
議

会
（
五
者
協
）
の
協
議
事
項
に
つ
い
て

■�

2
0
5
0
年
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
特
別
区
」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
に
関
す
る
検
討
状
況
に

つ
い
て

■�

ス
タ
ー
リ
ン
ク
及
び
防
災
備
蓄
の
状
況
に
つ
い
て

■�

特
別
区
競
馬
組
合
議
会
臨
時
会
提
出
予
定
案
件
に

つ
い
て

■�

特
別
区
競
馬
組
合
中
期
経
営
計
画
（
案
）（
令
和
6

年
度
～
9
年
度
）
に
つ
い
て

■�

第
26
回
特
別
区
制
度
懇
談
会
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
に
つ
い
て

■�

税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

区
立
児
童
相
談
所
の
事
務
の
財
調
上
の
位
置
付
け

に
関
す
る
都
区
W
G
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
特
別
区
の
対
応
に

つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
等
に
つ
い
て

■�

災
害
等
緊
急
時
に
お
け
る
特
別
区
長
会
の
情
報
共

有
の
運
用
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

■�

産
業
振
興
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
区
長
会
役
員
改
選
等
の
日
程
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
第
26
回
特
別
区
制
度
懇
談
会
に
つ
い
て

■�

全
国
市
議
会
議
長
会
産
業
経
済
委
員
会
結
果
報
告

に
つ
い
て

■�

関
東
市
議
会
議
長
会
総
会
に
係
る
都
県
提
出
議
案

に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望

の
措
置
状
況
等
に
つ
い
て

■�

特
別
区
議
会
議
長
会
の
活
動
概
要
と
次
期
へ
の
申

し
送
り
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
6
年
3
月
区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

3.15

会
長
区

3.18

会
長
議

●�令和6年度特別区立	
幼稚園教員採用候補者選考実施日程

告示日 4月1日（月）

申
込
期
間

インターネット
受付

4月1日（月）
　　～5月14日（火）
　　　午後5時　
　　　受信有効

第１次選考 6月23日（日）

第１次合格発表 7月25日（木）

第２次選考
8�月10日（土） 

・11日（日）

最終合格発表 9月5日（木）

●�令和6年度特別区立幼稚園　臨時的任用教員候補者選考実施日程

実施月 申込期間 面接日

4月 4月3日～4月9日 4月16日

5月 5月8日～5月14日 5月21日

6月 5月23日～5月29日 6月10日・11日

7月 7月3日～7月9日 7月16日

8月 8月6日～8月13日 8月20日

9月 8月27日～9月2日 9月9日

10月 10月2日～10月8日 10月15日

11月 10月29日～11月5日 11月12日

12月 11月21日～11月27日 12月9日・10日

1月 1月7日～1月14日 1月21日

2月 2月4日～2月10日 2月18日

3月 3月11日～3月17日 3月25日
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特別区職員研修所からのご案内

６月の研修メニューを紹介します

　 研修名：DX基礎（6月中旬予定）
対　象：全職員
ねらい：�DXの基礎的な知識及び活用事例等についての理解を深め、DX推進のために必要な自治体職員としてのDXリテラシーの

向上を図る。
内　容：・自治体DXの概要	 ・事例から学ぶDX　
　　　　・サービスデザイン思考の概要	 ・DX推進に繋がるデジタル技術　　など

DX推進に向けた新たな学びを
得たい方におすすめです。

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

戸籍（初級）② 6/12（水）・6/13（木）・
6/19（水）・6/20（木） 初めて戸籍事務を担当する職員

広報（編集実務） 6/25（火）・6/26（水） 区広報紙等の紙面編集を担当する職員
障害者保健福祉 6/17（月） 障害者保健福祉関連の職場に初めて配属された職員
保育・子育て② 6/4（火）・6/5（水） 保育・子育て支援に携わる職務経験1、2年程度の職員
保育園経営 6/26（水）・6/28（金） 保育園の経営に携わる係長級以上の職員

児童相談所関連研修
こども家庭センター職員（基礎） 6/3（月）・6/4（火） 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
児童福祉司（基礎）Ⅱ① 6月上旬〜下旬 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
保護者支援プログラム
実践者養成研修① 6/10（月） 児童相談所、こども家庭センターに勤務する職員

子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

動機づけ面接① 6/17（月）・6/18（火） 児童相談所、こども家庭センターに勤務する職員
子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

児童福祉司（基礎）Ⅱ② 6月下旬 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
ステップアップ研修

チームリーダーとしての
基礎力向上① 6/3（月）・6/27（木） 主 任 及 び

係 長 級 の 職 員
★�タイムマネジメント、危機管理、目標管理及び業務改善などのマネ

ジメントスキルの基礎を効率よく体系立てて学びたい係長級の職員
コミュニケーション
スキルアップ① 6/4（火） 全 職 員 ★�区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケーショ

ンスキルを身につけたい採用2〜6年目程度の職員

協働型リーダーシップ② 6/5（水） 主任以下の職員
★�リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶことで、職

場のモチベーション向上や業務改善・職場改善に貢献したいと考えて
いる主任の職員

思考力・論理構築力向上②③ ②6/6（木）
③6/28（金） 係長級以下の職員 ★主任の職員

集客力を高めるチラシ・
伝わる資料のつくり方② 6/7（金） 主任以下の職員 ★区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主任以下の職員

メンタルヘルスマネジメント① 6/10（月） 係 長 級 の 職 員
★�メンタルヘルスについての正しい知識とメンタルヘルス不調の予防

や早期発見・早期対応方法等のマネジメント知識を身につけたい係
長級の職員

対話によるポジティブ・
アプローチ① 6/10（月）・6/11（火） 係長級以下の職員 ★主任の職員

クレーム対応② 6/13（木） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員

説明力・交渉力強化② 6/17（月）・6/18（火） 係長級以下の職員 ★�区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説明や交渉力
を身につけたい主任以下の職員

悪質クレームの法的対応① 6/27（木） 全 職 員 ★�日常業務において対応する悪質なクレームについての知識を深め、
法的対応について学びたい職員

サポート研修

地方自治法① 6/14（金） 1 級 職 の 職 員 ★�法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから地方自
治法を意識して実務を行っていきたい1級職の職員

地方公務員法① 6/24（月） 1 級 職 の 職 員 ★�地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務を行いた
い1級職の職員

行政法① 6/25（火）・6/26（水） 主任以下の職員 ★�行政法の基礎知識を学び、行政職員としてその知識を仕事に役立て
たい職員

試行研修
地方公務員法・地方自治法の知って
おきたいポイント（eラーニング）① 6/17（月）〜7/12（金） 1級職の職員　★�eラーニングにより初歩的な地方公務員法及び地方自治法を学びたい職

員（採用4〜5年目程度の職員）
※紙面の都合上、6月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部7月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込期限
（研修実施日より1カ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。

※�研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.html）も
ご覧ください。� （特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
5月開講講座のご案内です！！

●�いまカナダで何が起きているのか？	
— 都市の貧困と人種差別 —� 【講座コード：2411F004】

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

　あなたは「カナダ」と聞いてどのようなイメージを思い
浮かべますか？本講座では、日本ではあまり知られていな
いカナダの都市問題とその背景について、特にバンクー
バー（ブリティッシュコロンビア州）を中心に紹介します。
　全3回の講座では、主に貧困や人種差別など人権に関わ
る都市の社会問題に焦点を当て、なぜ、どのようにしてそ
れらの問題が生じているのか、解決・改善のためにどのよ
うな取り組みがなされているのか、説明します。カナダの
都市問題を通じて、現代先進国社会が直面している都市の
課題・問題について考えてみませんか？

第1回　先住民迫害の歴史とアーバンネイティブ
第2回　アジア系迫害の歴史と日系人の現在
第3回　ジェントリフィケーションとホームレス問題

講　師：山本 薫子　�東京都立大学	
都市環境学部都市政策科学科　准教授

日　時：�5月18日、25日、6月1日（土）	
13：30〜15：00（全3回）

受講料：7,500円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

●�「知的財産」って何？	
〜意外と身近にあるトピックから学ぼう〜� 【講座コード：2411E002】

　「知的財産」とはどのようなものでしょうか？
　企業や研究機関などで研究開発に従事する、例えば『理
系』と呼ばれる人だけが意識したり必要とするものでしょ
うか？
　「知的財産」は文字どおり「財産」として資産となりま
す。一方で、「知的財産」は法的に認められた権利として、
他者の行動を制限し得るものです。そして、「知的財産」
は、普段の生活にも様々な形で関わっています。
　この講座は、普段の生活の身近にある「知的財産」につ
いて実例を交えて紹介し、どのようなものが「権利」とな

るのか、どのように「権利」が生じるのかを学びます。
　そして、無意識に他者の権利を「侵害」して困ったこと
になってしまうことがないように、知っておいた方が良い
知識を身に付けるキッカケになればと思います。

講　師：松本 公一　あいわ弁理士法人　弁理士
日　時：�5月7日、14日、21日、28日（火）	

18：30〜20：00（全4回）
受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）
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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
は
、

平
成
12
年
4
月
1
日
の
設
置
か
ら
24
年

間
、
ご
み
の
中
間
処
理
や
し
尿
の
処
理

（
下
水
道
投
入
等
）
を
通
し
て
、
23
区

の
清
掃
事
業
の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。清

掃
一
組
は
特
別
区
と
同
様
に
、
地

方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
た
特
別
地
方
公

共
団
体
で
す
が
、
区
の
仕
組
み
と
は

様
々
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
清
掃
一
組
の
組
織
や
、
事

業
の
運
営
に
関
し
て
よ
く
い
た
だ
く
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ

て
非
常
に
身
近
な
「
ご
み
」
処
理
の
一

端
を
担
う
、
私
た
ち
清
掃
一
組
を
少
し

で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

「
一
部
事
務
組
合
」
と
は

ど
の
よ
う
な
組
織
で
す
か
？

「
一
部
事
務
組
合
」
と
は
、
区
市
町

村
等
が
行
う
事
務
の
一
部
を
複
数
の
区

市
町
村
等
が
共
同
で
行
う
目
的
で
設
立

す
る
団
体
の
こ
と
で
す
。

「
一
部
事
務
組
合
」
は
、
消
防
・
ご

み
処
理
・
し
尿
処
理
・
火
葬
場
等
の
運

営
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
病
院
、
小
・
中
学
校
を

運
営
す
る
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

清
掃
一
組
は
、
地
方
自
治
法
（
第
1

条
の
3
、
第
2
8
4
条
）
で
定
め
ら
れ

て
い
る
、
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ

り
、
職
員
は
地
方
公
務
員
法
に
定
め
ら

れ
て
い
る
公
務
員
（
特
別
区
の
職
員
）

で
す
。

23
区
で
設
置
し
て
い
る
「
一
部
事
務

組
合
」
に
は
、
他
に
特
別
区
人
事
・
厚

生
事
務
組
合
、
特
別
区
競
馬
組
合
が
あ

り
ま
す
。

清
掃
一
組
は
何
を
し
て
い
る
団
体

で
す
か
？

清
掃
一
組
は
、
ご
み
の
焼
却
や
破
砕

な
ど
の
「
中
間
処
理
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
可
燃
ご
み
を
清
掃

工
場
で
焼
却
処
理
し
、
不
燃
ご
み
と
粗

大
ご
み
を
専
用
の
処
理
施
設
で
破
砕
処

理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
処
理
を
し
た

し
尿
の
下
水
道
投
入
も
行
っ
て
い
ま
す
。

上
図
の
よ
う
に
、
23
区
が
行
う
業
務

に
は
、
防
災
、
福
祉
な
ど
様
々
あ
り
ま

す
が
、
清
掃
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
区

の
統
括
的
な
処
理
責
任
の
も
と
、
収

集
・
運
搬
、
資
源
回
収
は
各
区
で
行

い
、
焼
却
や
破
砕
な
ど
の
中
間
処
理

は
、
処
理
施
設
が
無
い
区
が
あ
る
こ
と

や
、
よ
り
効
率
的
な
処
理
を
行
う
、
と

い
っ
た
理
由
か
ら
、
清
掃
一
組
に
よ
る

共
同
処
理
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
終
処
分
は
、
各
区
・
清
掃
一
組

が
、
埋
立
処
分
場
を
設
置
・
管
理
す
る

東
京
都
に
委
託
し
、
行
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
一
組
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

設
置
さ
れ
ま
し
た
か
？

清
掃
一
組
の
設
置
に
は
、
ま
ず
、
23

区
と
東
京
都
の
都
区
制
度
改
革
の
歴
史

を
振
り
返
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

23
区
の
ご
み
処
理
は
長
年
、
東
京
都

が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
ご
み
の
収
集
・
運
搬
か
ら
最
終

処
分
ま
で
の
全
過
程
が
東
京
都
の
仕
事

だ
っ
た
の
で
す
。
な
お
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
で
は
、
区

市
町
村
が
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
23
区
と

東
京
都
は
長
年
に
わ
た
り
、
23
区
の
自

主
性
の
強
化
、
東
京
都
に
お
け
る
大
都

市
行
政
の
推
進
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

お
互
い
の
在
り
方
・
制
度
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
12
年
4
月
1
日
、
23
区

が
「
基
礎
的
な
自
治
体
」
に
位
置
付
け

ら
れ
、
住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
清
掃
事
業
が
、
東
京
都
か
ら
23
区
に

移
管
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
ご
み
の
中
間
処
理
を
行
う

た
め
に
、
23
区
の
総
意
に
よ
り
設
置
さ

れ
た
地
方
公
共
団
体
が
、
清
掃
一
組
で

す
。清

掃
一
組
が
共
同
処
理
す
る
事
務
は

ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

清
掃
一
組
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

組
織
の
構
成
や
事
務
の
範
囲
な
ど
に
つ

い
て
、
23
区
が
協
議
し
、
規
約
に
定
め

て
い
ま
す
。

規
約
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
団
体
の

議
会
の
議
決
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
清

掃
一
組
を
設
置
す
る
こ
と
、
そ
し
て
事

務
の
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
は
、
23
区
の

清掃一組ってどんなところ
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助
機
関
と
し
て
副
管
理
者
2
人
、
そ
の

他
の
職
員
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

管
理
者
は
、
23
区
の
区
長
か
ら
互
選

に
よ
り
選
出
さ
れ
、
そ
の
任
期
は
2
年

と
な
り
ま
す
。
副
管
理
者
は
、
区
長
及

び
知
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら

各
一
人
を
管
理
者
が
組
合
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
し
、
そ
の
任
期
は
2
年
と

な
り
ま
す
。

 

評
議
会
　
管
理
者
及
び
副
管
理
者
を

除
い
た
23
区
の
区
長
に
よ
り
評
議
会
を

構
成
し
、
清
掃
一
組
議
会
に
提
出
す
べ

き
議
案
や
運
営
に
係
る
重
要
事
項
を
審

議
し
ま
す
。

 

経
営
委
員
会　

管
理
者
、
副
管
理
者
、

区
長
会
役
員
区
長
に
よ
り
経
営
委
員
会

を
構
成
し
、
清
掃
一
組
の
経
営
に
係
る

特
に
重
要
な
事
項
を
評
議
会
に
先
立
っ

て
審
議
し
ま
す
。
ま
た
、
評
議
会
か
ら

依
頼
を
受
け
た
案
件
や
議
会
に
関
す
る

こ
と
を
所
掌
し
ま
す
。

 
監
査
委
員
　
監
査
委
員
の
定
員
は
3

人
で
、
議
員
の
う
ち
か
ら
1
人
、
財
務

管
理
及
び
事
業
の
経
営
管
理
に
つ
い
て

の
専
門
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
者
の

う
ち
か
ら
2
人
を
、
管
理
者
が
清
掃
一

組
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
し
ま
す
。

任
期
は
、
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ

る
も
の
に
あ
っ
て
は
議
員
の
任
期
と

し
、
専
門
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
者

か
ら
選
任
さ
れ
る
者
に
あ
っ
て
は
2
年

と
し
て
い
ま
す
。　

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
総
務
課
）

議
会
の
議
決
を
経
て
決
め
ら
れ
ま
し

た
。清

掃
一
組
は
規
約
に
よ
り
、
ご
み
処

理
施
設
（
ご
み
運
搬
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

施
設
等
を
含
む
。）
と
し
尿
の
下
水
道

投
入
施
設
の
整
備
及
び
管
理
運
営
を
行

う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

清
掃
一
組
に
は
、

議
会
は
あ
り
ま
す
か
？

23
区
と
同
様
に
、
清
掃
一
組
に
も
議

会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

清
掃
一
組
の
議
決
機
関
で
あ
る
議
会

は
23
人
の
議
員
で
構
成
さ
れ
、
議
員
に

は
各
区
議
会
議
長
が
充
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
議
員
の
任
期
は
、
各
区
議
会
議
長

と
同
じ
で
す
。

清
掃
一
組
議
会
の
定
例
会
は
、
毎
年

4
回
（
2
月
、
6
月
、
9
月
及
び
12

月
）
招
集
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時

会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
常
任

委
員
会
と
し
て
、
総
務
・
事
業
委
員

会
、
財
務
委
員
会
、
運
営
委
員
会
の
3

つ
の
委
員
会
を
条
例
に
よ
り
設
置
し
て

い
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

執
行
機
関
な
ど
の
組
織
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

 

管
理
者
等　

清
掃
一
組
の
執
行
機
関

と
し
て
は
、
管
理
者
、
監
査
委
員
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
理
者
の
補

令
和
6
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
額

は
1
1
3
5
万
2
千
円
で
、
前
年
度

予
算
と
の
比
較
で
は
、
12
万
8
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳
　
入
●

歳
入
は
、
区
か
ら
の
負
担
金
9

�
2
�0�

万
円
（
1
区
あ
た
り
40
万
円
）
と
繰

越
金
等
2
1
5
万
2
千
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

●
歳
　
出
●

　

歳
出
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

総
務
管
理
費
（
4
7
8
万
円
）

　

・�

清
掃
協
議
会
全
体
に
関
わ
る
事

務
の
管
理
を
行
う
経
費
で
す
。

②　

�

管
理
執
行
費
（
5
8
9
万
3
千

円
）

　

・�

廃
棄
物
運
搬
請
負
契
約
事
務
に

関
す
る
経
費
と
許
可
事
務
に
関

す
る
経
費
で
す
。

③　

連
絡
調
整
費
（
17
万
9
千
円
）

　

・�

清
掃
車
両
の
架
装
基
準
等
の
調

整
や
、
清
掃
協
議
会
と
23
区
と

の
連
絡
調
整
に
関
す
る
経
費
で

す
。

④　

予
備
費
（
50
万
円
）

　

・�

緊
急
時
や
災
害
時
等
の
危
機
管

理
対
策
の
経
費
で
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
協
議
会
）

東京二十三区清掃協議会　令和6年度予算のあらまし

令和6年度 東京二十三区清掃協議会 一般会計歳入歳出予算

令和5年度 11,224（100%） 令和6年度 11,352（100%）

歳入 歳出
（単位：千円）

負担金
9,200
（82％）

負担金
9,200
（81％）

諸収入
2

諸収入
2

（0％）

繰越金
2,022
（18％）

令和5年度 11,224（100%）

総務
管理費
4,650 
（41％）

総務
管理費
4,780 
（42％）

管理
執行費
5,838
（52％）

管理
執行費
5,893
（52％）

連絡調整費
236 
（2％）

連絡調整費
179 
（2％）

予備費
500 
（5％）

予備費
500 
（4％）

繰越金
2,150
（19％）

（0％）

令和6年度 11,352（100%）

※�構成比の算出にあたっては、小数点第一位以下を四捨五入しています。
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　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 購買金額

18 2/26～3/1 8,190,996,260円 922,243人 1,638,199,250円 184,449人 8,880円 110.1% 126.2% 87.2%
19 3/18～22 10,477,400,970円 1,036,831人 2,095,480,190円 207,366人 10,110円 107.9% 105.3% 102.4%

〜平日に、三冠を。Dirt Dream. TCK〜
新イメージキャラクターに高橋一生さん、中村アンさん、高橋文哉さんが就任！！
【令和6年度のTCKが開幕！】
　東京シティ競馬（TCK）は、令和6年度のコミュニケーションテーマを「平日に、三冠を。Dirt Dream. TCK」とし、
イメージキャラクターとして新たに高橋一生さん、中村アンさん、高橋文哉さんが就任しました。
　コミュニケーションテーマには、“平日に開催される三冠競走”が日々を過ごす生活者（ワーカー）の夢や希望とな
り、平日を駆け抜ける起爆剤として大人たちを
“鼓舞”する存在になりたいという思いが込めら
れています。
　そして、令和6年度CMのイメージソングに
は、なんとあの人の完全書き下ろし楽曲を採用！
TCKの熱いレースにぴったりとなっていますの
で、ぜひ公開を楽しみにお待ちください。
　令和6年度は日本のダート競馬が全国的に注目
を浴びる大変革の年！その中心となる3歳ダート
三冠競走、そしてTCKにぜひご注目ください！

【令和6年度のTCKトピックス】
①3歳ダート三冠競走
　�無敗の三冠馬誕生とともに幕を閉じた南関東3歳クラシックは、今年から中央所属馬を含む全国各地の実力馬が参戦する
「3歳ダート三冠」へと進化します。初戦となる羽田盃（JpnⅠ）、頂点レースとして行われる東京ダービー（JpnⅠ）、
最終戦のジャパンダートクラシック（JpnⅠ）の三冠競走は国内ダート3歳世代最強馬決定戦へと生まれ変わり、その
魅力を全ての競馬ファンに向けて発信していきます。
②�お客様視点に立ったサービスの提供
　�レース中における競走馬の位置情報をリアルタイムで情報提供できる先進技術「トラッキングシステム」を導入し、
テレビ・インターネット中継にて新たなレース映像を提供します。また、大井競馬場内の一部投票所で導入し好評を
得ている「PayPay対応投票端末機」の利用可能場所を拡大し、勝馬投票券購入時の利便性を向上させるなど、お客様
視点に立った質の高いサービスを提供していきます。
③観戦環境の整備及び厩舎・調教施設再整備に向けた取組み
　�コロナ禍を経てグループ観戦への需要が高まっていることから、スタンドL-WING4階をペア席からグループ席に改修
するなど、より快適にレース観戦ができるよう環境整備を行います。また、大井競馬場厩舎や小林分厩舎、調教設備
といった厩舎・調教施設の再整備に向けた取組みを加速させ、一部厩舎・設備の移転準備を行うほか、ウォーキング
マシンや馴致用ゲートを設置するなど強い馬づくりを推進していきます。

（競馬事務局 広報課）
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4月の開催予定
1 2 3 4 5 6 7 8 9
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

東京プリンセス賞羽田盃

大井競馬開催

東京スプリントブリリアントカップ

大井競馬開催

浦和競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

競

東京プリンセス賞
（SⅠ）
●4月25日（木）
●1,800m

南関東3歳牝馬クラシックの第2弾に位置付
けられるレースで、若き乙女たちが3歳女王
の座をかけて火花を散らします。浦和の桜花
賞など牝馬クラシック路線を順調に進んでき
た有力馬と春に急成長した新勢力が、華麗な
戦いを繰り広げます。
＜1着馬・2着馬に関東オークスの優先出走
権を付与＞

東京スプリント
（JpnⅢ）
●4月10日（水）
●1,200m

秋の東京盃（JpnⅡ）と並ぶ1,200mのダー
トグレード競走です。スピード自慢の強豪馬
が全国各地から集結するハイレベルのレー
スですが、TCK所属馬は直近5年のうち3回
で3着以内に入る活躍を見せており、勝利に
期待がかかります。
＜1着馬・2着馬（地方所属馬に限る）にかしわ
記念の優先出走権を付与＞

羽田盃
（JpnⅠ）
●4月24日（水）
●1,800m

レース名は東京での最初の競馬が1927年
に羽田で開催されたことに由来します。「3歳
ダート三冠競走」の初戦に位置付けられるこ
のレースは、今年からダートグレード競走
（JpnⅠ）として実施され、南関東だけでなく全
国各地から強豪馬が参戦します。持久力だけ
でなくスピードも求められる1,800m戦を制
し、東京ダービーの主役候補となるのはどの
馬か注目が集まります。
＜上位3頭（地方所属馬に限る）に東京ダー
ビーの優先出走権を付与＞

中距離路線を歩む4歳以上馬の春の始動戦
として、実績馬が多数参戦するレースです。
2019年には2,000mから1,800mへと距
離が変更され、中距離だけでなくマイル
（1,600m）の有力馬も参戦。南関東重賞戦
線の一年を占う意味でも注目のレースです。
＜1着馬・2着馬に大井記念の優先出走権を
付与＞

ブリリアントカップ
（SⅢ）
●4月9日（火）
●1,800m

船橋競馬開催

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

5月の開催予定
1 2 3 4 5 6 7 8 9

大井記念

大井競馬開催

川崎競馬開催

浦和競馬開催

馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

競

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

大井記念（SⅠ）
●5月15日（水）
●2,000m
レース名は1950年5月の大井競馬場開場に由来します。6月に行われる「帝王賞」と同舞台・同距離（2,000m）で行われるステップ
レースとして実施され、2018年にはグレードも「SⅠ」に格上げとなり、南関東代表馬決定戦の意味合いがさらに強まりました。
＜1着馬・2着馬に帝王賞の優先出走権を付与＞

船橋競馬開催

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

船橋競馬開催

SOMU326
テキスト ボックス
情報政策推進課


SOMU326
テキスト ボックス
情報政策推進課


SOMU326
テキスト ボックス
総務部情報政策推進課
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